
 

 

2024年㸲月 12日 

各  位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期経営計画策定関すࡿお知ࡽせ 

 

当社ࡣ 2027年㸰月期を最終年度すࡿ中期経営計画を策定しましࠊ࡛ࡢࡓお知ࡽせいࡓしますࠋ 

 

記 

 

㸯．公表ࡢ背景 

当社ࢢルー2021ࠊࡣࣉ 年㸰月期ࠕࡾࡼ㸯．取扱い製品領域ࡢ拡大 拡大ࠖࡢア関連事業ࢽ㸰．シࠕࠖ

確立ࡢ事業ࢺ㸱．護ロボッࠕ ま࡚ࡵし࡚事業活動を進経営方針࡞開拓ࠖを主ࡢ㸲．海外事業ࠕࠖ

いࡾましࠋࡓ 

2020年発生しࡓ新型コロࢼウイルスࡢ感染拡大2022ࠊ年ロシアࡿࡼウࢡライࢼ侵攻を発端

事業ࡢࣉルーࢢ当社ࠊ変化ࡢ社会情勢ࠊࡾࡼ࡞円安進行࡞急激ࡢ原油相場高騰や為替相場ࡓし

環境ࡶ大ࡁく変化しࠊࡾࡼࡇࡓ中期経営計画ࡢ見直しを行うࡇいࡓしましࠋࡓ 

 

㸰．中期経営計画ࡢ概要 

(㸯) 対象期間 

2025年㸰月期～2027年㸰月期 

 

(㸰) 中期経営方針 

ձ既存事業ࡢ変革拡大 

ղ業務ࡢ効率化 

ճࣈランࢻ価値ࡢ再設計 

 

会 社 名 株 式 会 社 幸 和 製 作 所 

代表者名 代表取締役社長  玉 田  秀 明 

㸦コーࢻ番号：7807 東証スࢱンࢲーࢻ市場㸧 

問合せ先 取 締 役   植 田  樹 

 㸦TEL.072-238-0605㸧 



(㸱) 業績目標 

㸦単位：百万円㸧 

 (注)上記ࡢ業績目標等将来関すࡿ記述ࡁࡘまし࡚ࠊࡣ本資料ࡢ発表日現在おい࡚入手可能࡞情報基࡙ࡁ作成し࡛ࡢࡶࡓ

すࠋ実際ࡢ業績等ࡣ後様々࡞要因࡚ࡗࡼ大ࡁく異ࡿ࡞可能性ࡀあࡾますࠋ 

 

(㸲) そࡢ他 

詳細ࡁࡘまし࡚ࠊࡣ添付資料をࡈ参照くࡉࡔいࠋ 

 

 

 

以上 

 2025年㸰月期 2026年㸰月期 2027年㸰月期 

 金額 構成比 前期比 金額 構成比 前期比 金額 構成比 前期比 

売上高 6,325 100.0％ 98.8％ 6,954 100.0％ 109.9％ 7,232 100.0％ 104.0％ 

営業利益 864 13.7％ 91.2％ 1,076 15.5％ 124.5％ 1,242 17.2％ 115.4％ 

経常利益 860 13.6％ 91.9％ 1,066 15.3％ 124.0％ 1,232 17.0％ 115.6％ 

親会社株主帰属すࡿ 

当期純利益 
574 9.1％ 80.9％ 688 9.9％ 119.9％ 797 11.0％ 115.9％ 



中期経営計画(2025年̐月期～2027年̐月期)

株式会社幸和製作所
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企業理念
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中期経営方針

̏.既存事業変革ͳ拡大

̐.業務効率化

̑.ϔϧンχ価値再設計
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歩行車ͺ次のスνンξードへ

ϔϧンχ価値向上Ν目指͢機能Ν追加ɼυδインΝ一
2025年2月期Ͷͺ機能Ν搭載ͪ͢歩行車ͲあΖʰζηタʱΝ発売ɼεϩバーカーɼ杖ͺ3͖年ͲϨニューアϩΝ実施予定

シϩバーカー

̏.既存事業変革ͳ拡大

杖

〇カτβϨー別 売上構成比/対前年比

＊上位6カτβϨーΝ表示

歩行車ͺ毎年商品発売ͶΓΕ前年Ν上回Ζ売上

入浴補助用具ɼ車いͤɼ歩行補助カーφ商品Ν2022年2月期
～2024年̐期Ͷ発売
上位カτβϨーͲͺεϩバーカーɼ杖͗課題

歩行車

ϨニューアϩϨニューアϩ

構成比 前期比
2024年２月期 2022年２月期 2023年２月期 2024年２月期

歩行器・歩行車 46% 135% 106% 115%

ｼﾙﾊﾞｰｶｰ 23% 104% 111% 90%

杖 9% 115% 112% 99%

入浴補助用具 6% 128% 100% 103%

車いͤ 4% 113% 109% 127%

歩行補助ｶｰﾄ 3% 119% 91% 104%

カテゴϨー別
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機能ɼ組織ɼεητム見直͢ɼ将来Ν担う人材へ労働環境整備
目的：業務属人化Ν解消・残業時間削減・有給取得率向上・人材確保ͳ働ͪ͘い環境提供

● 部門設ɼ見直͢Ν行う͞ͳͶΓΕ作業効率Ν向上

● 適正人員Ν配置͢業務効率Ν向上

● 属人化͢͵い業務Ν行えΖεητム構築

● 福利厚生充実等

̐.業務効率化

従業員数・残業時間・有給取得日数
2023年2月期 2024年2月期 増減

 従業員数(期末時点) 59 52 △７
 残業時間 2,119 704 △1１415
 有給取得日数 547 932 385

＊株式会社幸和製作所単体
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̑.ϔϧンχ価値再設計(現在)

販路
チェーンηφア・介護・通販

展開カτβϨー

歩行車
εϩバーカー

歩行補助カーφ
杖

入用補助用具
そ他カτβϨー

販路
介護

展開カτβϨー

歩行車

販路
通販・チェーンηφア

展開カτβϨー

前押͢カーφ

今ͺΉͫ͵いɼεニアϧイϓΝɽ

ααϫɼϦϫαϔɼτイαϔ イタϨア紳士Ͷ学ぶ遊びααϫ 日常背景ΓうͶ 自然Ͷ寄Ε添う
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̑.ϔϧンχ価値再設計(今後)

今ͺΉͫ͵いɼεニアϧイϓΝɽ

日用品(介護保険対象外製品)

日常背景ΓうͶ 自然Ͷ寄Ε添う
ブϧンド

イタϨア紳士Ͷ学ぶ遊びααϫ

ααϫɼϦϫαϔɼτイαϔ

介護用品(介護保険対象外製品) 介護用品(介護保険対象製品)

販路
通販・チェーンηφア

展開カτβϨー

前押͢カーφ
歩行補助カーφ

εϥッϒンήカーφ
靴

そ他カτβϨー

販路
チェーンηφア・介護・通販

展開カτβϨー

εϩバーカー
杖

車いͤ(販売)

入浴補助用具(販売)

そ他カτβϨー

販路
介護

展開カτβϨー

歩行車
多点杖

入浴補助用具
手ͤΕ

移乗用具
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2024年̒月1日ΓΕ日常生活Ͷ͕͜Ζ自然͵動作͖Δ着想͢ɼ本質ΊΝ追求ͪ͢υδイン設計ͶΓΕɼ
身体機能衰えͳ快適͵暮Δ͢Νͯ͵͛日常品Ν提供ͤΖϔϧンχΝ開始いͪ͢Ήͪ͢ɽ
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業績目標

(注) ̏．2025年̐月期売上高ͯ͘Ή͢ͱͺɼ2024年̐月期実施ͪ͢連結子会社ͲあΖ幸和ϧイϓゼーεϥンϪンタϩ事業一部
譲渡等ͶΓΕ前期比98.8％ɼ利益面Ͷͯ͘Ή͢ͱͺɼ円安・物流費等高騰͕Γび人材投資等ͶΓΕ当期純利益Ͳ前期比
80.9%見通͢ͳ͵ΕΉͤɽ

̐．上記業績目標等将来Ͷ関ͤΖ記述Ͷͯ͘Ή͢ͱͺɼ本資料発表日現在Ͷ͕いͱ入手可能͵情報Ͷ基Ͱ͘作成͢ ͪもͲ
ͤɽ実際業績等ͺ今後様々͵要因ͶΓͮͱ大͚͘異͵Ζ可能性͗あΕΉͤɽ

(百万円)

売上高 構成比 前期比 売上高 構成比 前期比 売上高 構成比 前期比
 売上高 6,325 100.0% 98.8% 6,954 100.0% 109.9% 7,232 100.0% 104.0%

 営業利益 864 13.7% 91.2% 1,076 15.5% 124.5% 1,242 17.2% 115.4%

 経常利益 860 13.6% 91.9% 1,066 15.3% 124.0% 1,232 17.0% 115.6%

 親会社株主Ͷ帰属ͤΖ
 当期純利益

574 9.1% 80.9% 688 9.9% 119.9% 797 11.0% 115.9%

2025年２月期 2026年２月期 2027年２月期
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〇配当方針
当社ͺɼ株主皆様へ利益還元Ν重要͵経営課題一ͯͳ͢ͱ位置付͜ͱ͕ΕΉͤɽ
将来事業展開 Ͷ必要͵内部留保Ν確保ͯͯ͢ɼ株主皆様Ͷ対͢当該事業収益Ͷ応ͣͪ
利益配当Ν安定的Ͷ実施͢ ͱい͚͞ͳΝ基本方針ͳ͢ͱ͕ΕΉͤɽ

株主還元

2025期年２月期 2026年２月期 2027年２月期 

 ̏株当ͪΕ当期純利益 134３42円 160３95円 186３53円

 ̏株当ͪΕ配当 12円 13円 14円

(注)̏．ʰ̏株当ͪΕ当期純利益ʱ算定上基礎ͳ͵Ζ期中平均株式数Ͷͯいͱͺɼ2024年̐月29日現在発行済株式数Ν使用 ͱ͢いΉͤɽ

      ̐． 上記Ͷ記載ͪ͢予想数値ͺɼ現時点Ͳ入手可能͵情報Ͷ基Ͱ͘作成ͪ͢もͲͤɽ実際実績等ͺɼ業績変化等ͶΓΕɼ上記予想数値
ɻɻɻɻͳ異͵Ζ場合͗あΕΉͤɽ
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免責事項

本資料ͺɼ株式会社幸和製作所͕Γびήϩーϕ会社ʤ以下ɼ当社ʥ中期経営計画説明為Ͷ
使用ͤΖ͞ͳΝ目的ͳ͢ͱ͕Εɼ配布͗予定͠ΗͱいΖもͲͺ͟͡いΉせΞɽ

本資料ͺɼ当社企業説明Ͷ関ͤΖ情報提供Ν目的ͳͪ͢もͲあΕɼ当社͗発行ͤΖ有価
証券投資Ν勧誘ͤΖ͞ͳΝ目的ͳͪ͢もͲͺあΕΉせΞɽ投資判断ͶあͪΕΉ͢ͱͺɼ͟自
身判断Ͳ͵͠ΖΓう͕願い申͢上͝Ήͤɽ

本資料ͺɼ当社業界動向͕Γび事業内容Ͷͯいͱɼ当社ͶΓΖ現時点Ͷ͕͜Ζ予定ɼ推定ɼ
見込ΊΉͪͺ予想Ͷ基Ͱいͪ将来展望Ͷͯいͱも言及͢ͱ͕ΕΉͤɽ

͞ΗΔ将来展望Ͷ関ͤΖ表明中Ͷͺɼ様々͵Ϩηέや不確実性͗内在͢Ήͤɽ既Ͷ知ΔΗ
ͪも͚͢ͺ未ͫͶ知ΔΗͱい͵いϨηέɼ不確実性そ他要因͗ɼ将来展望Ͷ関ͤΖ表明Ͷ
含ΉΗΖ内容ͳ異͵Ζ結果Ν引͘起ͤ͞可能性͗͟͡いΉͤɽ

当社実際将来Ͷ͕͜Ζ事業内容や業績等ͺɼ本資料Ͷ記載͠ΗͱいΖ将来展望ͳ異͵Ζ場
合͗͟͡いΉͤɽ

本資料Ͷ͕͜Ζ将来展望Ͷ関ͤΖ表明ͺɼ2024年4月12日現在Ͷ͕いͱ利用可能͵情報Ͷ基Ͱ
いͱ当社ͶΓΕ͵͠ΗͪもͲあΕɼ将来出来事や状況Ν反映͢ͱɼ将来展望Ͷ関ͤΖい͖͵
Ζ表明記載も更͢ɼ変更ͤΖもͲͺ͟͡いΉせΞɽ
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